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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文では，ヒルベルト空間辺2の複素対称コンパクト行列作用素の固有値問題とその応用とし

てヨベッセル関数に関する計算問題を述べ雪さらにベッセル関数J㎜（Z）（m＝rea1）の零点計算ソフ

トウェア構築法を述べる。本文は4章からなっている。

　第1章ではラ特殊関数計算に行列論的手法を用いることの意義を説明しラ論文全体の構成を述べ

る。

　第2章では争複素対称コンパクト行列作用素の固有値近似問題に関する重要な定理をいくつか証

明する。すなわちラ複素対称コンパクト行列作用素A雪A、害r1ヨ2ヨ…（レ）ずれも22→22）に

ついてll　A、一A　ll→Oを仮定し事Aの単純固有値λをA。の適当な単純固有値λ、で近似する問題を考

える。この場合λ、→λ（n→・。）を満たすλ、の列の存在性が知られておりラλ、→αならばαはAの単

純固有値であることも知られている。この論文では以上の設定のもとにヨー般化レーリー商を触媒

的に用いることにより里問題の誤差λ。一λを精密に評価する手法を提示している。

　第3章では事第2章の成果の応用としてラ（1）J。（z）一iJユ（z）＝0の解法ヨ（2）Jm（z）＝Oの解法（た

だし里mは任意の実数）ヨ（3）任意の整数z。雪任意の自然数kに対してJm（z。）＝Oかっz。はJ。（z）＝O

の第k正根であるような階数mの計算法を与えている。

　第4章ではm＞一1を満たすベッセル関数J醐（z）＝Oの根をヨ原点に近いものを指定された個数だ

けヨ指定された精度で計算するソフトウエアの構築法を述べている。これは第3章の応用であると

同時にヨOR法等1960年代に発達を見た行列固有根問題解法アリゴリズムの興味ある応用例でもある
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審　　査　　の　　要　　旨

　本論文で新しく得られた諸定理はコンパクト作用素のスペクトル解析と特殊関数計算におげる応

用性に富む新結果であると同時にラ見るべき新しい方法論を展開しているものとして評価できる。

　よってヨ著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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